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2023年は2023年は

「沼津・カラマズー市姉妹都市提携60周年」！「沼津・カラマズー市姉妹都市提携60周年」！
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国際交流フェア

2022年10月16日（日）に「国際交流フェア」
が愛鷹広域公園にてアスルクラロ沼津のホーム
マッチに合わせて開催されました。沼津国際交
流協会からは、岳陽部会、カラマズー部会が姉

妹都市・友好都
市のPRブース
を 出 展 し た ほ
か、ふれあい部
会・国際理解教
育部会がブース
を出展、また企

画広報部会が協会の活動をPRするなど、協力
団体としてイベントを盛り上げました。例年と
は変わり、屋外での開催となりましたが、天候
にも恵まれ、当日は約300名の来場者が訪れま
した。ブースで
は、スタンプラ
リーや様々な国
の食べ物や遊び
などで訪れた方
が楽しんでいま
した。

ステージでは、インドやベトナム、キューバ
のパフォーマンスやズンバダンス、フラダンス、
日本語学校の生徒のパフォーマンスが行われ、
大変賑やかなイベントとなりました。協会員を

はじめご協力
いただいた皆
様、ありがと
うございまし
た。

国際交流フェアに参加して

愛鷹広域公園で国際交流フェアが開催され、
沼津国際交流協会も参加しました。３年振りの
開催であり、会場が初めて使用する「愛鷹広域
公園」。しかも屋外開催ということで初づくしの
オンパレードでの開催となりました。この企画
は昨年度実施する予定でしたが急激なコロナ禍
の為、中止となってしまいました。今回は開催
できるだろうか？アスルクラロ沼津の試合に来
た観客がフェアにも参加してくれるだろうか？
当日の天気は大丈夫だろうか？様々な不安が頭
をよぎりました。が、素晴らしい天気に恵まれ、
まず自然現象はクリアすることができました。
さあ次はどれだけ人が集まってくれるかという
不安も開会するころには人の往来がどんどん増
えてきて、よし、集客もクリアだ！あとは自分
たちのコーナーへの呼び込みだ。

先頭を切って登場
した部会は岳陽部会
だ、ここで用意した
輪投げゲームに人が
集まり幸先の良いス
タートを切った。続
くカラマズー部会では今年沼津市とカラマズー
市が姉妹提携60周年を迎えるためのPRや英会
話教室の案内、国際理解教育部会では真っ白な
扇子に好きなように絵を描いて創るオリジナル
扇子の作成、ふれあい部会では先週開催したば
かりの国際スポーツ交流会の写真を見せてのPR
や今年１月に行う予定の“沼津そぞろ歩き”の
案内をしながら缶バッチを配っていましたが、
150個用意した缶バッチが午後２時前には終わっ
てしまう程の盛況ぶりでした。

終了間際に風でパネルが倒れるハプニングが
ありましたが、怪我人もなく無事に終了するこ
とができました。沼津市の皆様お疲れさまでし
た。協会員の皆さんありがとうございました。

今年は「沼津市 カラマズー市
姉妹都市提携60周年」です！
2023年 夏
記念イベント開催予定‼
乞うご期待‼
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国際理解教育部会 岳 陽 部 会

スピーチコンテスト

2022年10月22日（土）スピーチコンテスト

を開催しました。

コロナの影響で４年振りの開催となりました

が、定員15名に対し、26名もの応募があり参

加者の意気込みを事前から感じることができま

した。また、通常であればコンテスト終了後に

参加者や関係者を交えての交流会があるのです

が、今回はコンテストのみの運営でしたので、

いささか物悲しくもありました。来年度はコロ

ナも終息し交流会もできたらと思います。

参加者のスピーチはポジティブな内容が多く、

苦手なものに挑戦し、克服し、その勉強のため

に日本で頑張る姿や失敗や、不慮の事に対して、

明るい未来を見据えて努力する姿など、物事に

対してとても前向きに立ち向かう内容のスピー

チで、審査をしているのにも関わらず聞き入っ

てしまいました。

また、私を含めた審査員の５名が「今年の審

査は難しい…」と全員が嘆く程、今回の出場者

15名全員が、とても上手に日本語を使いこなし

ていることに驚きを感じました。

４年振りの開催とコロナ対策とで準備に手間

取ったり、当日のマイク設備やその他の機器不

良により一時はどうなるかと思いましたが、そ

の後はなんとか滞りなく無事に終えることがで

きました。

参加者の皆さん応募された方、関係者の皆さ

ん、スタッフの方々、ありがとうございました。

NICE中国語入門講座

第二期講座が９月７日より始まり11月９日に

無事終了式を終える事ができました。今年度は

講座を一期10回とし三期に分けての開催です。

受講生も17名中８名が皆勤賞と頑張りました。

テキストはラジオ講座のものを使用しました。入

門講座なので前半はピンイン（声調）をメインに

後半は東先生が優しい会話を作り、二人一組で

楽しみながら勉強しました。中国語は漢字なので

楽に入れると思いますが、ピンインが難しく聴き

取り難いのですが長く学べると良いと思います。

中秋のつどい

例年では「中秋のつどい」を子どもの遊び王国

in沼津にコーナー参加して、中国の遊びや食を通

じて“中秋節”を祝い、交流を行ってきました。

コロナの影響で３年振り（10月９日）の開催と

なり、遊びのコーナーだけの参加となりました。

【凧作りコーナー】

凧に、思い思いの絵や文字を書き、竹ひご・

糸を付けて、自分流の凧ができ上がった子供た

ちは、大空に凧を揚げ大はしゃぎ。

【プレゼントゲーム】

輪投げゲームでは小学生は多くの点を取れた

が、なかなか点の取れない未就学児はボードの

間近で投げさせて、部員は優しい“お爺ちゃん”

をはっきした。子どもたちは、お菓子を貰って、

ニッコニコ♪
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ふ れ あ い 部 会

NICE国際スポーツ交流会

2022年10月８日（土）に、新型コロナウイ
ルス感染症の影響を受け中止となっていた国際
スポーツ交流会
を３年ぶりに開
催することがで
きました。外国
人23名・日本人
24名・スタッフ
20名の参加による束の間の楽しい時間を共有で
きました。

紅白玉入れ、
交換ボール、関
所破り（じゃん
けんゲーム）、新
ゲームの台風の
目、障害物パン
取りリレー等自

国では体験できなかったイベントを沼津市民と
関われたことや、言語の壁を乗り越えての交流
企画に感謝された
ことは、スタッフ
としてのやりがい
と国際交流協会の
意義を再認識する
機会にもなりまし
た。今後も沼津市内に住む外国人と沼津市民と

の交流の懸け橋と
なる「ふれあい部
会」を目指してい
きたいと思います。

第２回　命のビザ希望の集い

2022年10月30日（日）命のビザ希望の集い
が、沼津港口公園の杉原千畝夫妻顕彰碑前にて
厳かに行われました。

心配していた天気も10月末にしてはとても暖
かく、気持ちの良い一日でした。公園内には、
いくつかのキッチンカーや出店も見られ、遊び
に来た親子連れ、見物される方々、多くのボラン
ティアスタッ
フ、杉原氏の
御遺族を含む
30人近い来
賓の皆様で、
とても賑わっ
ていました。

11時より、主催者による挨拶で式典が始まり
ました。次に尺八の曲が流れる中、顕彰碑への
献花（池坊正統 土井翠亮先生）・供茶（裏千家 
杉本宗淑先生）と続きます。その後来賓の方々
を代表して８組の方に花束を供えていただきま
した。

そして、来賓の方々に日本語や英語でご挨拶
をいただき、その通訳を暁秀高校の皆さんにし
ていただきました。初めにイスラエル大使、次
にリトアニア大使、続いてポーランド文化担当
官、最後に重枝元駐リトアニア大使が、杉原千
畝夫妻の偉業や現在の世界情勢などをわかりや
すく語ってくださいました。

最後にバイオリン
とキーボードによる
奉納演奏がありまし
た。木漏れ日の中で
聞く「シンドラーの
リスト」や「春よ来
い」などの曲はとても心地よく、素敵に式典を
締めくくってくれました。

数人のSPに見守られ、厳粛ながらも温かい
式典は、時間通りに閉会し記念撮影で解散とな
りました。


